
　
　
　
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
前
開
き
を
考
え
て
は
。
高

齢
者
に
は
、
重
く
て
上
か
ら

入
れ
る
の
は
大
変
ら
し
い
と

い
う
事
を
よ
く
聞
い
て
い
る

が
。

　
　
　
　
　
　
　

ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
多
く
が
道
路
に

面
し
て
い
る
の
で
、
何
か
の

原
因
で
前
方
に
開
い
て
事
故

な
ど
懸
念
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
重
い
金
蓋
を
軽
量
素

材
の
物
に
取
り
換
え
る
か
、

利
用
者
や
設
置
場
所
に
応
じ

て
、
軽
い
折
り
畳
み
式
に
換

え
る
な
ど
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

旧
原
城
駅
の
公
衆
道

は
、
島
鉄
の
所
有
な
の
か
。

車
が
入
れ
な
い
よ
う
に
看
板

が
置
い
て
あ
る
が
適
法
な
の

か
。

　
　
　

島
鉄
所
有
の
民
有
地

で
あ
り
、
公
道
で
も
な
い
。

　
　
　

赤
の
大
き
な
字
で
書

い
て
あ
る
が
、
あ
れ
を
少
し

威
圧
感
が
な
い
黒
字
に
変
え

ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

民
間
の
土

地
な
の
で
。
た
だ
、
言
わ
れ

た
事
は
当
然
お
伝
え
す
る
。

　
　
　

譲
渡
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
の

３
月
末
を
目
標
に
進
め
て
い

る
。

　
　
　

か
な
り
日
数
も
経
っ

て
い
る
の
で
、
３
月
を
切
る

事
が
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。

　
　
　

土
木
の
技
術
屋
の
職

員
が
減
員
に
な
っ
た
と
聞
い

た
が
本
当
な
の
か
。

　
　
　

建
設
部
の
１
名
を
減

員
し
て
お
り
、
こ
れ
は
島
原

振
興
局
建
設
部
河
港
課
に
派

遣
し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ

て
採
用
を
行
い
た
い
。

　
　
　

残
業
が
多
く
な
り
、

事
故
が
起
き
な
い
内
に
、
早

く
技
術
屋
を
採
用
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　

引
き
続
き
、
職
員
が

適
正
な
環
境
で
働
け
る
よ
う

努
め
る
。

　
　
　

廃
船
を
す
る
と
市
か

ら
援
助
が
あ
る
と
聞
い
た
が

全
然
機
能
し
て
い
な
い
と
思

う
が
、
廃
船
時
の
説
明
を
怠

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
で
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁

船
廃
船
処
理
対
策
協
議
会
を

設
立
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
処
理

費
用
に
つ
い
て
５
万
円
を
上

限
に
、
廃
船
処
理
費
用
の
３

分
の
１
を
助
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

各
漁
協
を
対
象
と
し
て
毎
年

開
催
し
説
明
し
て
い
る
が
、

漁
業
者
に
対
す
る
周
知
に
つ

い
て
は
不
足
し
て
い
る
面
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
今
後
チ
ラ

シ
な
ど
を
活
用
し
て
周
知
・

啓
発
に
努
め
る
。

井上末喜議員

廃船の援助が
全然機能して
いない

廃船の援助が
全然機能して
いない
市長／漁業者に対しチラシ
などで周知・啓発に努める
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私
は
西
有
家
か
ら
加

津
佐
ま
で
の
会
議
に
参
加
し

た
。
そ
れ
は
、
市
長
が
前
回

の
一
般
質
問
の
中
で
、
答
弁

さ
れ
て
い
た
事
を
、
自
分
で

確
認
す
る
為
。
そ
も
そ
も
会

議
に
な
っ
て
い
な
い
と
感
じ

た
。
４
日
間
と
も
職
員
か
ら

の
説
明
の
よ
う
で
、
新
会
長
・

組
合
長
の
方
々
と
の
会
議
と

言
え
な
い
。
自
治
会
活
動
補

助
金
が
今
年
か
ら
交
付
金
に

変
更
、
市
長
が
認
め
る
額
は

い
く
ら
か
と
の
質
問
に
対
し

て
は
、「
現
段
階
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
」と
答
弁
。（
信
じ
ら

れ
な
い
）
来
年
度
は
、
有
家

の
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
全
員

一
緒
に
説
明
を
聞
き
、
質
問
・

答
弁
は
皆
さ
ん
で
共
有
す
る

機
会
に
と
思
う
が
ど
う
か
。

出
席
者
の
人
数
は
。

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
た
い

提
案
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
利
便
性
を
考

え
る
と
、
ど
う
か
と
思
う
が

検
討
し
ま
す
。
出
席
者
数
は

３
８
２
名
、
全
体
の
９
割
で

す
。

　
　
　

出
席
者
の
ほ
と
ん
ど

の
方
は
、
２
つ
の
役
を
兼
務
、

２
つ
の
報
酬
が
支
給
し
て
あ

る
。
市
長
が
決
断
す
れ
ば
い

い
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
会
議
は
秘
密
会
で
す
か
。

そ
し
て
納
税
組
合
は
廃
止
し

て
な
い
で
す
よ
ね
、
市
長
。

　
　
　

秘
密
会
で
は
な
い
。

納
税
組
合
は
廃
止
し
て
い
な

い
。

髙木和惠議員

来年度の市長及び議
員の選挙日はいつか
来年度の市長及び議
員の選挙日はいつか
選挙管理委員会委員長 /
９月に委員会を開催して
決定する予定（同時選挙）

自
治
会
長
・
納
税
組
合
長

の
合
同
会
議
に
つ
い
て

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
民
生
活
部
長

ご
み
問
題
に
つ
い
て

島
鉄
跡
地
に
つ
い
て

職
員
の
配
置
に
つ
い
て

議
員

企
画
振
興
部
長

企
画
振
興
部
長

廃
船
の
有
り
方
に
つ
い
て

議
員

市
長

市
長

企
画
振
興
部
長

（自治会長の業務について427人）
①行政事務に関する各種伝達事項の周知徹  
　底に関する事
②広報その他印刷物の配布及び掲示に関す
　る事
③各種調査、報告書の配布、とりまとめに
　関する事
④そのほか連絡事務等で必要な事
　報酬は、基準額 36,000 円＋2,000 円×自
　治会加入戸数

（納税組合長の業務について468人）
①納税通知書、納付書の配布
②納税の推進及び督励
③市税のとりまとめ及び納付
④納税組合組織の円滑な運営
　納税組合長の報酬：基本額 8,000 円＋500
　円×納税組合の戸数

（自治会が対象となる補助金等）

○協働のまちづくり自治会活動交付金
○交付の額（平等割額に成績割額を加算）
①平等割は基本額 23,000円＋自治会加入世帯数×市長が認める額（1,500円）
②成績割は自治会加入世帯数×自治会の納税率×市長が認める額（1,500円）
※当分の間、交付金の額については、前年度の補助金と比較して 5,000 円以
　上の増減の場合は、増減額の上限を 5,000 円とする。

F R P 船


